[bookmark: _q842qlf7ugou]テナント内工事承諾書（ガラス修理）

　　　　　　　　　　　　　　　　（以下「甲」という。）は、　　　　　　　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）が使用する下記テナントにおいて、ガラス修理、交換その他これに付随する工事（以下「本工事」という。）を実施することについて、以下のとおり承諾する。

[bookmark: _9th2tsic6tjo]第1条（目的）
本承諾書は、乙が使用するテナント内において本工事を実施するにあたり、施工場所、工事内容、施工条件、建物設備への影響、原状回復その他必要な事項を確認し、本工事を適切かつ安全に実施することを目的とする。

[bookmark: _19z9xc19jk78]第2条（対象テナント）
本工事の対象となるテナントは、次のとおりとする。
	項目
	内容

	建物・施設名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	テナント名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	階・区画
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	使用用途
	□ 店舗　□ 事務所　□ 飲食店　□ その他（　　　　　　）

	管理会社
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　


[bookmark: _abx2m1eu3xc1]第3条（工事内容）
1　甲は、乙が次の内容により本工事を実施することを承諾する。
	項目
	内容

	施工箇所
	□ 窓　□ ガラスドア　□ 間仕切り　□ ショーケース　□ その他（　　　　　　）

	工事内容
	□ ガラス修理　□ ガラス交換　□ ガラス撤去　□ その他（　　　　　　）

	ガラスの種類
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	ガラス厚
	　　　　　　mm

	対象数量
	　　　　　　枚・箇所

	施工業者
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


2　乙は、前項に記載した内容を超える工事を行う場合、あらかじめ甲又は建物管理者の承諾を得るものとする。

[bookmark: _dfm4nwuwg5a2]第4条（工事日時）
本工事の予定日時は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	施工予定日
	　　　　年　　　月　　　日

	施工予定時間
	　　　　時　　　分 ～ 　　　　時　　　分

	予定工期
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	搬入・搬出時間
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


工事日時を変更する必要が生じた場合、乙は甲又は建物管理者に事前に連絡し、必要に応じて承諾を得るものとする。

[bookmark: _8ki8gq6gggn]第5条（施工条件）
乙は、本工事の実施にあたり、次の事項を遵守するものとする。
1. 建物の管理規約、使用細則、工事規則その他甲又は建物管理者が定める規則に従うこと。
2. 共用部分、他のテナント、来館者その他第三者の利用を不当に妨げないこと。
3. 騒音、振動、粉じん、臭気その他工事に伴う影響を可能な限り抑制すること。
4. 必要に応じて施工箇所及びその周辺について適切な養生を行うこと。
5. ガラス片、廃材その他の工事廃棄物を適切に回収及び処理すること。
6. 建物の構造部分、防災設備、電気設備、空調設備その他本工事の対象外となる設備に影響を及ぼさないよう十分に配慮すること。

[bookmark: _pldxnz74636c]第6条（共用部分の使用）
1　乙又は施工業者が、本工事に伴い廊下、エレベーター、搬入口、駐車場その他の共用部分を使用する場合は、甲又は建物管理者の指示に従うものとする。
2　資材、工具、撤去したガラスその他の物品を共用部分に放置してはならない。ただし、甲又は建物管理者が事前に認めた場合は、この限りでない。
3　共用部分に損傷又は汚損が生じた場合は、その原因及び責任の所在を確認したうえで、必要な補修、清掃その他の対応を行うものとする。

[bookmark: _63e1vjnpmmf]第7条（既存設備等への影響）
1　乙は、本工事に際して、既存のサッシ、枠、シーリング、内装材、外装材その他の既存部分の状態を施工前に確認するものとする。
2　経年劣化、腐食、変形その他施工前から存在していた不具合が判明した場合、乙は必要に応じて甲又は建物管理者と対応方法を協議するものとする。
3　本工事の施工上必要となる範囲を超えて、建物又は既存設備を加工、撤去又は変更してはならない。

[bookmark: _qun0mocoj65n]第8条（追加工事及び仕様変更）
施工開始後に、現場状況その他の事情により追加工事又は施工仕様の変更が必要となった場合、乙は、その内容、費用及び工期への影響を確認し、建物又は設備に影響を及ぼす変更については、あらかじめ甲又は建物管理者の承諾を得るものとする。

[bookmark: _b5srmpgfty2q]第9条（安全管理）
1　乙は、施工業者に対し、本工事に関係する法令及び建物の管理上必要な安全ルールを遵守させるものとする。
2　乙は、施工中の落下物、ガラス破片、工具その他による事故を防止するため、必要な立入制限、養生その他の安全措置を講じるものとする。
3　事故、建物設備の破損その他の異常が発生した場合、乙は速やかに甲又は建物管理者へ報告するものとする。

[bookmark: _85ok1omzqndo]第10条（第三者への配慮）
乙は、本工事により他のテナント、利用者、来館者その他第三者に影響を及ぼす可能性がある場合、甲又は建物管理者と協議のうえ、必要な告知、作業時間の調整その他適切な措置を講じるものとする。

[bookmark: _9a00twvj1hcd]第11条（工事完了後の確認）
1　本工事完了後、乙は施工箇所及びその周辺を確認し、工事に伴う資材、廃材、ガラス片その他の物品を撤去するものとする。
2　甲又は建物管理者から工事完了後の確認を求められた場合、乙はこれに協力するものとする。
3　本工事に起因して補修、清掃その他の対応が必要となった箇所が確認された場合は、甲乙協議のうえ、必要な対応を行うものとする。

[bookmark: _99q6zh8lbvqs]第12条（原状回復）
1　本工事により建物又はテナントの仕様が変更される場合、賃貸借契約、管理規約その他甲乙間に適用される契約等に従い、退去時その他必要な時点における原状回復の取扱いを決定するものとする。
2　本承諾書による工事の承諾は、乙の原状回復義務を当然に免除するものではない。

[bookmark: _hvn4eflfz4kq]第13条（費用負担）
本工事に要する費用については、甲乙間の賃貸借契約その他の合意に別段の定めがある場合を除き、次のとおりとする。
□ 甲が負担する
 □ 乙が負担する
 □ 甲乙が別途協議して決定する
 □ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

[bookmark: _7nqpvfeau17b]第14条（損害等への対応）
本工事の実施に伴い建物、設備、共用部分その他に損害が発生した場合、甲乙及び施工業者は、損害の発生原因、施工前の状態、各当事者の責任その他の事情を確認し、法令及び関係する契約に従って対応するものとする。

[bookmark: _j39rdsruxxex]第15条（本承諾の範囲）
1　本承諾は、本承諾書に記載された本工事の実施について甲が承諾するものであり、本工事の品質、性能、施工結果その他について甲が保証するものではない。
2　本承諾は、甲乙間の賃貸借契約、管理規約その他既存の契約関係を変更するものではない。
3　法令上の許可、届出その他の手続が必要となる場合は、本承諾とは別に、乙又は施工業者が必要な手続を行うものとする。

[bookmark: _eo30f38xatvt]第16条（協議事項）
本承諾書に定めのない事項又は本承諾書の内容について疑義が生じた場合、甲乙は、賃貸借契約、建物管理規則その他の関係書類を踏まえ、誠意をもって協議し解決するものとする。

以上、本工事の内容及び条件を確認し、甲は乙による本工事の実施を承諾する。

　　













　　年　　　月　　　日

甲（賃貸人・建物所有者・管理者等）
名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者・担当者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名・押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

乙（テナント・賃借人）
名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者・担当者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名・押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

